
昭和 41年 12月 中座 

主な配役 

昼の部 

「恋は唄にのって」 

歌吉の妹君代（四條栄美） 稽古の娘秀子（藤枝登喜子） 同千代子（水谷加

代） 同竹子（山本和子） 知人白井（守田秀郎） 踊りの師匠水木歌吉（滝見す

が子） 中谷の倅武雄（淀川曠平） 武雄の友人三治郎（尾形桃太郎） 材木商

大倉藤助（花和幸助） 大倉の妻政子（花村美津子） 請負師中谷幸助（千葉

蝶三朗） 近所の娘お力（藤朱美） 大倉の倅忠夫（中川雅夫） 親戚の娘照子

（大津十詩子）  

 

「誓文払い」 

店員市田（三井康弘） 同仁田（沢田光生） 女事務員節子（四条栄美） 番頭

留吉（小島慶四郎） 村田正一（藤山寛美） 正一の姉みき（石河薫） 正一の伯

父木村（花和幸助） 知人しげ（花村美津子） しげの娘玲子（真野和子） ホス

テスマリ（大津十詩子） 同エミ（白川淳子） ヤクザ風の男健（尾形桃太郎） 青

年皆川（淀川曠平） 芸妓絹奴（滝見すが子） 女中おせき（松上美代子） 株

家北原（松本秀太郎） 青年河原林（喜多康樹） 風呂帰りの女店員 A(若間逸

子） 同 B（南木道子） 通行人甲（門田佳子） 同乙（池平勝） 同丙（山田光夫） 

山下徳三（東靖夫）  

 

「下積の石」 

工夫岩吉（長谷川稔） 同健次（守田秀郎） 同捨松（小島慶四郎） 同槌之助

（高田亘） 同新八（松本秀太郎） 工夫頭の娘絹子（酒井光子） 工夫頭東蔵

（伴心平） その妻お恒（石河薫） 工夫万吉（藤山寛美） 工夫仙太（小島秀哉） 

会社員三浦（中川雅夫） タイピスト和枝（藤朱美） 工夫 A(三井康弘） 同 B(諸

橋幸男） 同 C(沢田光生） 同 D(宇和野清） 同 E(西村一文） 同 F(池平勝） 

同 G(山城隆幸）  

 

「ヤキモチは踊る」 

喫茶店のウエイトレス明子（水谷加代） 洋装の女（門田佳子） 青年青田（宇和

野清） 青田の許婚者浜子（藤枝登喜子） 学生鶴野（西村一文） 同細井（山

城隆幸） 楽器店主松田新二郎（小島秀哉） 洋装店の息子平岡信一（小島慶

四郎） ファッションデザイナー沢村艶子（酒井光子） 平岡の父信蔵（東靖夫） 

美顔師宗方好子（石島康代） 松田楽器店員川辺久男（藤山寛美） 同坂口喜

三（喜多康樹） 同木村喜助（尾形桃太郎） 宗方の助手中村梅子（山本和子） 



松田楽器店支配人藤田（千葉蝶三朗） 松田新二郎の妻秀子（曽我廼家鶴蝶） 

お手伝いおくら（松上美代子） 沢村の助手文子（白川淳子） ハァッションモデ

ル高木京子（真野和子） 同道乃節子（御陵多栄子） 喫茶店から出て行く人

（大見千鶴子・若間逸子） 通行の人 A(南木道子） 同 B(安達雅子） 同 C(池

平勝） 同 D(山田光夫）  

 

 

夜の部 

「あたたかい冬風」 

時江の弟信次郎（中川雅夫） 信次郎の恋人小夜子（山本和子） 三崎時江

（曽我廼家鶴蝶） 南原栄太郎（長谷川稔） 南原の同僚高石（喜多康樹） 時

江の友人弘子（大津十詩子） 弘子の母おつる（石島康代） 弘子の先夫松川

（守田秀郎）  

 

「砂糖壷」 

近所の子供富夫（島岡安芸和） 同久二（青山隆一） 同邦男（芦辺康徳） 同

敬子（仲島貴子） 同みち子（門田佳子） 同とみ子（若間逸子） 同くに子（大見

千鶴子） 掃除夫音松（千葉蝶三朗） 社務員森山（高田亘） 釣る男山田（沢

田光生） 同川口（尾形桃太郎） 飲み屋の男友田（喜多康樹） 庄吉の母おぎ

ん（石河薫） 社司大川（東靖夫） 悪友志賀（淀川曠平） 同段原（諸橋幸男） 

野村庄吉（藤山寛美） 庄吉の姉（滝見すが子） 消防署員木村（守田秀郎） 

木村の妻お石（白川淳子） 客咲子（松上美代子） 同よし子（水谷加代） 同後

藤（山城隆幸） 同栄子（安達雅子） 粉屋店員松井（西村一文） 社務員辻中

（宇和野清） 知人塚本（小島慶四郎） その妹みえ子（御陵多栄子） 近所の

人友子（四條栄美） 参詣の人（池平勝・山田光夫・山本和子・真野和子） 宮

詣りの人（藤枝登喜子） その付人（南木道子） 

 

「ぬれている幸福」 

山本の友伊島（諸橋幸男） その妻きく子（四條栄美） 主人山本要吉（小島慶

四郎） その妻千賀（酒井光子） 近所の女およね（花村美津子） 親類の娘浅

田光枝（大津十詩子） その母てる（滝見すが子） 空の下広告社社員木村良

太（藤山寛美） うどん屋末広（松本秀太郎） 結婚相手の女森マス美（白川淳

子） 広告社会計石山栄三（東靖夫） 同社員小高正夫（小島秀哉） 同国木欣

一（淀川曠平） 知人斉藤（伴心平） 叔父佐伯国太郎（花和幸助） 千賀の妹

小夜子（曽我廼家鶴蝶） クリーニング店員（沢田光生） 勤め帰りの娘つや子

（藤朱美） 同きぬ子（真野和子） 



「阿呆かいな」 

料亭「川もと」の主人仙造（伴心平） その妻松江（石河薫） 長男由太郎（長谷

川稔） 次男藤夫（小島秀哉） 三男秋男（中川雅夫） 長女邦子（大津十詩子） 

次女惣子（藤朱美） 仙造の父恭平（千葉蝶三朗） 元使用人川村（花和幸助） 

その妻おさい（石島康代） 医師関本（松本秀太郎） 看護婦山中（大見千鶴子） 

知人富田（三井康弘） 「川もと」仲居お杉（松上美代子） 同おうめ（藤枝登喜

子） 隠居所の婆やおとき（花村美津子）  


